
『地域におけるがん患者団体等との

連携と協働の現状について』

in 和歌山

がん相談支援センター がん相談員の立場から

【報告者】
公立那賀病院 がん相談支援センター 腰田典也
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和歌山県内のがん相談支援センター（全9施設）

和歌山県立医科大学附属病院 ＜県がん診療連携拠点病院＞

日本赤十字社和歌山医療センター ＜地域がん診療連携拠点病院＞

橋本市民病院 ＜ ”                  ＞

紀南病院 ＜ ”                  ＞

国立病院機構 南和歌山医療センター ＜ ”                  ＞

公立那賀病院 ＜ ”                  ＞

和歌山労災病院 ＜県がん診療連携推進病院（県指定）＞

国保日高総合病院 ＜ ”                       ＞

新宮市立医療センター ＜ ”                       ＞
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対 象



和歌山県のがん診療連携拠点病院（国指定）・がん診療連携推進病院（県指定） と がんサロンの位置

橋本市民病院

日本赤十字社和歌山医療センター

和歌山労災病院

和歌山県立医科大学附属病院

新宮市立医療センター
国立病院機構
南和歌山医療センター

紀南病院

国保日高総合病院

公立那賀病院

・全ての拠点病院（9施設）で
がんサロンが開催されている。

・院外のがんサロンは3ヶ所で開催。
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 メーリングリストを用いて、各施設にがん患者団体等との連携
と協働の現状や取り組みについて伺った。

 県内全てのがん相談支援センター（9施設）に回答を依頼した。

 回答方法は、メーリングリストへの返信、個別のメールアドレス
への返信、その他の希望する方法でよいとした。

 回答でさらに確認したいことがあれば、個別に電話で確認を
行った。

 回答は、県内全体としての現状報告のために使用するもので、
1施設を取り上げるためのものではないこと。後述する質問項
目5～7は施設名を公表しないことを記載した。

 回答を基にして現状報告の資料作成を行った。
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方 法



1. がんサロンの支援や協働の現状について

2. がん患者会の支援や連携の現状について

3. ピアサポーターとの連携と協働の現状や取り組みについて

4. 地域活動の取り組みについて

5. 連携や協働を行うにあたって、（相手方に対して）

配慮していることや難しさを感じていること

6. 連携や協働を行うにあたって、現在障害となっていることや

課題と感じていること

7. よりよい連携や協働のために、新しく取り組みたい又は取り

組んだ方がよい（実際に取り組むのが現在は難しいとしても）

と考えていること
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質問項目



1.がんサロンの支援や協働の現状について

「院内のがんサロン」

• 全ての拠点病院で開催。1ヶ月に1回の開催が最も多かった（5施設）。

• 開催の支援や協働をしている（7施設）。院内他部署が支援（2施設）。

• 内容は事務局を担ったり、イベント、勉強会の企画、ピアサポーターと
ともにお世話係などを担当。

「院外のがんサロン」

• 市民団体によって県内3ヶ所で開催。

• 支援や協働をしている施設はみられなかった。

2.がん患者会の支援や連携の現状について

• 3施設で支援を行っていた（2施設；乳がん患者会, 1施設；全がん患者会）。

• 内容は院内開催時の会場準備、スタッフ。

不定期に講演会・催し・旅行の企画などを担当。

• 講演会を共催しているところがあった。
6

結 果



・県から委託を受けている市民団体から

の依頼。

・講師やファシリテーターとして協力（4施
設）。

・これまで協力した施設は、市民団体

から個別に依頼を受けて対応していた。

・平成25年度の第2回がん患者ピア

サポーター養成研修から継続。

・現時点では、平成26年度の第4回養成

研修が最終となっている。

⇒市民団体は個別に依頼しなければな

らなかった。

3-1.ピアサポーターとの
連携と協働の現状や取り組みについて

• 「和歌山県がん患者ピアサポーター養成研修」に協力
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結 果



平成26年9月20日に開催（半日企画）。
・がん相談支援センターから市民団体に呼びかけ。
・参加者；がん相談員21名。ピアサポーター9名。

・県内全てのがん相談支援センター（9施設）から参加。
・ピアサポーターの呼びかけは、ピアサポーター養成研修を実施している市

民団体から受講者対象のメーリングリストを通して実施。

▲合同勉強会の講演中の様子

• ピアサポーターとの「合同勉強会」を開催

3-2.ピアサポーターとの
連携と協働の現状や取り組みについて

▲合同勉強会の座談会の様子
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結 果



- ピアサポーターとの合同勉強会アンケート結果（抜粋） -

<自由記載の内容（抜粋）>

・病院のスタッフとの話し合いができて
よかったです（ピアサポーター）

・立場の違う人との勉強会はお互いの役
にたつと思います（ピアサポーター）

・ピアの方のお話を聞かせていただく良い
機会になりました（がん相談員）

（n=29）
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3-2.ピアサポーターとの
連携と協働の現状や取り組みについて

結 果



市民団体の提案によって平成24年7月7日に立ち上げ。

<対象>
がんサロン担当者、がん患者会、市民団体、行政、がん相談支援センターなど。

<内容>
年1回程度の情報交換会（平成25年10月20日、平成26年8月31日）

活動報告。参加者間での意見交換。

がんサロンの立ち上げや連携強化についての提案など。

現在のところ規約や事務局の設置はなく、有志の参加。

• 「和歌山県がんサロンネットワーク」の発足

3-3.ピアサポーターとの
連携と協働の現状や取り組みについて
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結 果



・平成25年度から和歌山県立医科大学
附属病院と和歌山県立図書館が共催。

・県立図書館では、がん関係図書コー
ナーの設置、院外サロンの会場提供
などを行っていた。

・県立図書館から一緒に取り組みを考
えたいと提案があり、連携を始める
きっかけとなった。

・講師は、県立図書館が本の著者を中
心に候補を選出する。

・年1回開催。

▲ 公開講座の案内（共催の第1回目）

• 和歌山県立図書館と、
「がん患者・家族、県民のための公開講座」を開催

4.地域活動の取り組みについて
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結 果



5.連携や協働を行うにあたって、
（相手方に対して）配慮していることや難しさを感じていること

① ピアサポーターとの距離の取り方に配慮している。

② 相談員に向けられる要望への対応についての難しさを感じる。

③ 実際に体験されている方の意見は説得力がある反面、もし
修正点があった場合に、声をかけるべきか気を遣う。

④ サロン開催日時と他業務の忙しい日時が重なっているが、
短時間でも参加するようにしている。

⑤ ピアサポーターの方が他の人の話を聞いて精神的にしん
どくなってないかサロン後に、様子を伺っています。

等の回答がみられた。
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結 果



① サロンを企画・運営していただける主となる患者さんがなかなか

おられない。

② サロンへの取り組みについて、病院としての理解や協力を

なかなか得られない（特に運営にかかる費用面）。

③ 患者会やサロン運営に、がん相談支援センター以外の職員の

かかわりが薄い。

④ サポートしている患者会の取り組みが中心となり、他の患者会や

団体との連携が十分にとれているとは言えない。

⑤ 患者会、家族会の立ち上げなどは、積極的に取り組めていない。

等の回答がみられた。

6.連携や協働を行うにあたって、
現在障害となっていることや課題と感じていること
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結 果



① サロン活性化のため、理解のある医師をもっと巻き込んでいき

たい。

② サロンがピアサポーターの方を含め、メンバーが固定化してきて

いるので、新しい人が入り込め、定着するようにしていきたい。

③ サロンメンバーの意見を聞きながら、もう少しサロンを活発に

したい。

④ 病棟看護師との交流も必要だと感じている。もっと積極的な

パイプ役となる必要がある。

等の回答がみられた。

7.よりよい連携や協働のために、
新しく取り組みたい又は取り組んだ方がよい
（実際に取り組むのが現在は難しいとしても）と考えていること
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結 果
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 和歌山県におけるがん患者団体等との連携や協働の現状を

知るために、県内のがん相談支援センター（全9施設）に現状

や取り組みを伺った。

 院内のがんサロンは全ての拠点病院で開催されていた。

7施設が支援や協働をしていた。

 院外のがんサロンの支援や協働をしている施設はみられな

かった。

 がん患者会の支援は3施設が行っていた。そのうち、2施設が
乳がん患者会、1施設が全がん患者会を支援していた。

 がんサロンネットワークやピアサポーターとの合同勉強会
など、県単位の規模での取り組みが実施されていた。

まとめ①



16

 がんサロンに関して、障害や課題、新しく取り組みたいこと
の回答が多くみられ、がんサロンの運営の苦労が伺えた。

 がんサロンが支援や協働の場として大きな役割を占めて

いると考えられた。

 地域活動の取り組みとしては、和歌山県立図書館との公開講座

が開催されていた。

 サポートしていない患者団体との連携や、新たな患者会・家族会
の立ち上げ等、連携や協働をより広げたいという回答もみられた。

まとめ②


